
「あとでやろう」はなぜ起きるのか 

 

 

 

「あとでやろう」と思ったまま、気づけば締切が近づいていた。 

そんな経験は、多くの人にあるのではないでしょうか。 

先延ばしというと「自分はだらしない」と感じてしまいがちです

が、実は人は、先の大きな利益よりも、目の前の小さな楽しさや 

気楽さを選びやすい傾向があります。レポートより動画、返信より

ちょっとした休憩の方が、今この瞬間には魅力的に見えるのです。

さらに、やるべき事が大きすぎたり、ぼんやりしていたりすると、

心はますます後回しにしたくなります。 

そんな時は、全部やるのではなく「ファイルを開く」「一文だけ

書く」といった小さな行動にしてみると、少し動きやすくなること

があります。先延ばしは、意志の弱さというよりも、人の心のクセ

として起こるものなのかもしれません。  

                             M.K 
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